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七宗町第六次総合計画 

【概要版】 
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⚫ 計画策定の趣旨 

■本町は昭和 48年以来、時代の変化に応じた「総合計画」を策定し、計画的な町政運営を行ってき

ました。前計画では「住みたい帰りたい訪れたい美しいまちひちそう」を掲げ、若者への魅力向

上と活力あるまちづくりを推進しました。 

■前計画の成果と社会情勢を踏まえ、持続可能な町を築くため「第六次総合計画」を策定しました。

町民と行政が支え合い、挑戦と夢が実現できるまちづくりを力強く進め、次世代へつなぎます。 

⚫ 計画の位置づけと期間 

■本計画は町政運営の最上位計画です。地方創生を推進する「デジタル田園都市構想総合戦略」と

密接に連携し、施策や指標の整合性を図ります。 

■「基本構想」は 10 年間とします。一方、「基本計画」は社会情勢の変化に柔軟に対応するため、

５年目を目途に評価・見直しを行います。 

◆計画の期間◆ 

和暦（年度） 令和８ 令和９ 令和 10 令和 11 令和 12 令和 13 令和 14 令和 15 令和 16 令和 17 

西暦（年度） 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 

計画期間 

基本構想 （10 年間） 

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間） 

 

⚫ 本計画の基本構想 

■前計画では豊かな自然を活かし、若者が「いつか帰りたい」と思える魅力的な環境づくりに努め

てきました。 

■前計画から 10 年が経過し、多様化する町民ニーズや新たな課題に対応する必要があります。町

民と行政が一体となり、変化に即応したまちづくりを進めるため、本計画の「将来像」を以下の

とおり定めます。 

◆町の将来像◆ 

共
きょう

創
そ う ゆ め

 

 

  

町民一人ひとりの声を出発点に、互いに支え合いながら挑戦を重ね、夢を

実現できる舞台としての七宗町を次世代につなげていきたいという思いを

この将来像に込めました。 
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⚫ 本計画における町の課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⚫ 全国的に、急激な人口減少が続くなかで、本町の推進する施策の効果により、出生数の増

加による合計特殊出生率の上昇と、転出抑制・転入促進の効果が生まれることを見込んで、

本町の「人口ビジョン」では、次のとおり目標人口を設定しています。 

【七宗町の目標人口】 

2,500 人（令和 22〈2040〉）年 
 

目標人口 

283 283 228 229 196 231 157 250 133 282 
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[2035]
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[2040]

０～14歳 15～64歳 65歳以上

（人） 実績 推計

出生率⤴ 

＋ 

転出者⤵ 転入者⤴ 

に取り組むと 

課題 

◼ 30年で人口が半減し、令和 22年には 2,000人を下回る推計となっており、若年層の

流出による税収減や行政サービスの維持が課題。 

◼ 転出理由の６割が「不便さ」。道路・公共交通の再編は定住維持の最優先事項。 

◼ 若者の最大要望は「働く場の確保」。既存産業の振興と起業支援で地域の稼ぐ力を強

化することが必要。 

◼ 高齢者・子育て支援を拡充し、住民主体の地域づくりに参加できる仕組みを構築する

ことが必要。 

◼ 鳥獣害対策と空き家活用を連動させ、一次産業の維持と移住・交流人口の拡大を図る。 

◼ 24 時間スマホ申請などオンライン化を進め、限られたリソースで利便性と業務効率

を向上させることが必要。 

◼ 「移動」と「仕事」の確保を軸に、安心して住み続けられる包括的ケア体制を確立す

ることが求められる。 
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⚫ 施策の体系 

町の将来像である「共創のまち 夢がかなうまち ひちそう」のもと、総合的かつ計画的な施策展

開を図るため、その基本的な体系を次のとおり構成します。 

共
きょう

創
そ う ゆ め

 

 

基本目標 施策項目 

１ 安心・安全で快適な暮らしを支

えるまちづくり 

1-1 計画的土地利用 

1-2 道路交通網の整備・公共交通の推進 

1-3 情報通信・DX基盤の整備 

1-4 自然環境・住環境・上下水道の整備 

1-5 消防・防災・減災対策 

1-6 交通安全・消費者被害対策 
  

２ 生きがいを持って笑顔で健康に

暮らせるまちづくり 

2-1 健康増進 

2-2 地域福祉の推進 

2-3 高齢者福祉・障がい者（児）福祉 

2-4 生涯学習・文化・スポーツの推進 
  

３ みんなでこどもを育むまちづく

り 

3-1 学校教育の充実 

3-2 青少年の健全育成 

3-3 こども・子育て支援 
  

４ 地域資源と産業を活かすまちづ

くり 

4-1 農林業の振興 

4-2 企業誘致 

4-3 商工業・観光振興 

4-4 地域資源ビジネス推進・循環型社会推進 

4-5 雇用創出・労働者福祉 
  

５ 参画と協働で支える持続可能な

まちづくり 

5-1 町民参画の促進・地域コミュニティ 

5-2 シティプロモーション 

5-3 行財政運営・広域連携 

5-4 公共施設マネジメント 
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⚫ 施策の展開 
 

 

 

  

ここからは、分野ごとの具体的な目標を紹介します。 

町民アンケートや審議会等で、町民の声を取り入れました。 

一人ひとりが、まちのことに関心を持って取り組むことで、目標の達成に近づきます。 

安心・安全で 

快適な暮らしを支える 

まちづくり 

１基本目標 

２.道路交通網の整備・公共交通の推進 

⚫ 高齢化を見据え、町民にとって

利便性の高い公共交通が整備

されたまち 

 

「鉄道やバスの利用のしやすさ」で「満足」・ 

「まあまあ満足」と答えるものの割合【調査】 

3.5％ 
（現状値） 

5.0％ 
（R12〈2030〉） 

15.0％ 
（R17〈2035〉） 

３.情報通信・DX基盤の整備 

⚫ 誰もが安心できる、デジタル

で効率的な行政サービスが

提供されるまち 

 

「高度情報化社会への対応度」で「満足」・「まあまあ

満足」と答えるものの割合【調査】 

16.6％ 
（現状値） 

20.0％ 
（R12〈2030〉） 

30.0％ 
（R17〈2035〉） 

４.自然環境・住環境・上下水道の整備 

⚫ 自然環境の保全に努め、資源を有効に活用できる

まち 

⚫ 自然や景観と調和した住環境が保たれ、安心して

暮らし続けられるまち 

⚫ 安全・安心で良質な水を提供し、安定した経営を

続けられるまち 

 

主な 

まちづくり 

指標 

生物多様性（環境フェア）への参加人数 

2,487人 
（現状値） 

4,000人 
（R12〈2030〉） 

6,400人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

主な 

まちづくり 

指標 

５. 消防・防災・減災対策 

⚫ 自助、互助、共助を強化し、

防災環境が整ったまち 

 

自主防災組織の設置地区数 

19地区 
（現状値） 

22地区 
（R12〈2030〉） 

25地区 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

６.交通安全・消費者被害対策 

⚫ 地域ぐるみの見守り体制を構築

し、安全で安心して暮らせるま

ち 

 
12.6％ 
（現状値） 

15.5％ 
（R12〈2030〉） 

25.5％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

「歩行の安全性」で「満足」・「まあまあ満足」 

と答えるものの割合【調査】 

１．計画的土地利用 

⚫ 自然に恵まれた特性を活かし、便利で快適で災害

に強いまち 

 

地積調査実施率 

2.0％ 
（現状値） 

3.0％ 
（R12〈2030〉） 

5.0％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

基本目標２～５へと 

つづく ☞ 



6 

 

 

 

 

  
生きがいを持って 

笑顔で健康に暮らせる 

まちづくり 

基本目標 

１．健康増進 

⚫ 人生 100 年時代を見据え、地

域が連携し、町民がつながり

支え合いながら、誰もが心身

ともに健やかで安心して暮ら

せるまち 

 

特定健康診査受診率（40～74 歳男女） 

56.1％ 
（現状値） 

65.0％ 
（R12〈2030〉） 

65.0％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

２

２．地域福祉の推進 

⚫ 地域の人々が出会い、つなが

り、支え合いながら、福祉を支

える力と相談体制が充実し、誰

もが健やかに安心して自立で

きるまち 

 

福祉ボランティアの登録者数 

208人 
（現状値） 

220人 
（R12〈2030〉） 

230人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

３．高齢者福祉・障がい者（児）福祉 

⚫ 高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続

け、知識や経験を活かして健康で生きがいを持て

るまち 

⚫ 障がいの有無にかかわらず誰もが支え合いなが

ら安心して暮らせるよう、医療・介護・福祉の体

制を充実させる共生のまち 

 

「いきいきサロン」実施地区数 

15地区 
（現状値） 

20地区 
（R12〈2030〉） 

25地区 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

４．生涯学習・文化・スポーツの推進 

⚫ 生涯にわたり学びとスポーツ

を楽しみ、心身ともに健全で豊

かに暮らせるまち 

⚫ 文化や伝統を継承し、故郷への

誇りと愛着を持って健やかに

暮らせるまち 

 

軽スポーツ大会等参加者数 

160人 
（現状値） 

170人 
（R12〈2030〉） 

180人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

みんなでこどもを育む 

まちづくり 

基本目標 ３

１．学校教育の充実 

⚫ 「感動の教育」を柱に、確かな学

力と主体的に学ぶ姿勢を育み、多

様性を尊重しながら ICT を活用

した学びを進めるまち 

⚫ 故郷への誇りと愛着を持つ未来

の人材を育成し、学校・家庭・地

域が連携した教育環境を充実さ

せるまち 

 

授業に主体的に取り組んでいると答えた 

児童・生徒の割合 

86.0％ 
（現状値） 

88.0％ 
（R12〈2030〉） 

90.0％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

２．青少年の健全育成 

⚫ 青少年が主体性を育み、地域に見守られながら安

心して成長できるまち 

⚫ 多様性を尊重し、健全な生活習慣と豊かな感性を

育み、未来を担う人材が育つまち 

 

青少年育成事業参加者数 

215人 
（現状値） 

220人 
（R12〈2030〉） 

225人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 
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地域資源と産業を活かす 

まちづくり 

基本目標 ４

１．農林業の振興 

⚫ 農業インフラを整備し、担い手を

支援して農地の効率的利用と集

積を進めるまち 

⚫ 計画的な森林管理と交流を通じ

て森の公益的機能を守り、人を育

むまち 

 

林業関係の就業者数 

11人 
（現状値） 

13人 
（R12〈2030〉） 

15人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

２．企業誘致 

⚫ 企業や工場の誘致を促進し、官民連携を踏まえ

た産業用地を整備するまち 

 

新規進出企業又は工場 

０社 
（現状値） 

１社 
（R12〈2030〉） 

２社 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

３．商工業・観光振興 

⚫ 生活の利便性を高め、観光

資源を守り活かすまち 

⚫ 滞在型観光や広域連携を進

め、魅力を発信し観光客を

受け入れるまち 

 

SNSの総フォロワー数 

10,830人 
（現状値） 

15,000 人 
（R12〈2030〉） 

20,000人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

⚫ 廃棄物削減と資源循環を進め、

ゼロカーボンを目指すまち 

⚫ 美化活動や水環境の保全を通

じて、暮らしやすいまち 

 

地域資源を活用した体験事業の実施回数 

３回 
（現状値） 

６回 
（R12〈2030〉） 

９回 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

５．雇用創出・労働者福祉 

⚫ 女性の社会参加と男女共同参画

を進め、人権を尊重するまち 

⚫ 雇用機会を広げ、勤労者福祉と

ワークライフバランスを充実さ

せるまち 

 

町内就業率 

43.0％ 
（現状値） 

46.0％ 
（R12〈2030〉） 

50.0％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

七宗町新プロモーションビデオについて、多くの

方にご覧いただくため、動画配信サイト YouTube

にて一般公開しています。ぜひご覧ください。 

 

 
検索 七宗町 プロモーションビデオ 

３．こども・子育て支援 

⚫ 妊娠・出産から子育てまで安心

して相談でき、身近な場所で支

援が受けられるまち 

⚫ 働き方や家庭の状況に応じて

利用しやすい保育体制と、家

庭・地域・関係機関が連携して

こどもを支えるまち 

 

「子育てや教育のしやすさ」で「満足」・ 

「まあまあ満足」と答えるものの割合【調査】 

7.9％ 
（現状値） 

13.0％ 
（R12〈2030〉） 

20.0％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 
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七宗町第六次総合計画 

【概要版】 

令和８年３月 

編集・発行 七宗町 ふるさと振興課 

〒509-0492  岐阜県加茂郡七宗町上麻生２４４２−３ 

TEL： 0574-48-1111 FAX： 0574-48-2239 

参画と協働で支える 

持続可能な 

まちづくり 

基本目標 ５

１．町民参画の促進・地域コミュニティ 

⚫ 国内外の人々と交流し、来訪

者を温かく迎えるまち 

⚫ 世代を超えた町民の自主的・

主体的な参画が活発なまち 

 

「まちづくりへの参加のしやすさ」で「満足」・

「まあまあ満足」と答えるものの割合【調査】 

9.1％ 
（現状値） 

15.0％ 
（R12〈2030〉） 

25.0％ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

２．シティプロモーション 

⚫ 町民に分かりやすく行政情報を

届け、公開するまち 

⚫ 魅力を広く発信し、ふるさと納税

でつながりを深めるまち 

 

 

ふるさと納税の寄付件数 

1,557  
（現状値） 

2,000  
（R12〈2030〉） 

2,500  
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

３．行財政運営・広域連携 

⚫ 持続可能な行財政の運営により、孫子の代まで

住み続けられるまち 

 

職員の年間研修受講者延べ数 

47人 
（現状値） 

55人 
（R12〈2030〉） 

65人 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

４．公共施設マネジメント 

⚫ 長期的な視点に基づき、最適な公共施設を整備し

活用されるまち 

 

老朽化施設の面積 

12,888㎡ 
（現状値） 

10,000 ㎡ 
（R12〈2030〉） 

9,000㎡ 
（R17〈2035〉） 

主な 

まちづくり 

指標 

ふるさと納税（ひちそうまちづくり寄附金）は、「七

宗町を応援したい」という皆様の想いを寄附という

形に変え、七宗町民と力を合わせ“ふるさと七宗町”

を育てていただくものです。 

ご寄付いただいた方には感謝の気持ちを込めて「七

宗町の特産品等」を贈呈しています。 

  

 

 

 

     とろけるうま味とやわらかな肉質 

岐阜名産・飛騨牛 

 暮らしを豊かにする森の恵み 

木工製品 

 秘伝のたれでじっくり煮たこだわりの一品 

鮎の甘露煮 


